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pa72303
タイプライターテキスト

pa72303
タイプライターテキスト
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耐震改修補助を改正しました。

pa72303
タイプライターテキスト
H27.４.１～

pa72303
タイプライターテキスト
　

pa72303
ノート注釈
pa72303 : Unmarked



 



請手.
゛ 、

^ みl tl,

耐震診断または耐震改修補助金

交付申請書に必要書類を添えて

開発建築課に提出します。

補助金交付申請書(様式第1号)

2.申請書を審査後、適合の場合に

交付決定について通知します。

補助金交付決定通知書(様式第2号)

3.交付決定通知後、耐震診断また

は耐震改修工事の契約を締結し

診断に着手または工事に着工し

てください。

耐震診断

、 J

゛ 、

耐震改修"1゛

工事

4.耐震診断または耐震改修実績報

告書に必要書類を添えて開発建

築課に提出します。

実績報告書(様式第6号)

5.書類審査およぴ実地検査

(耐震診断においては書類審査のみ)

6.交付額の確定について通知します。

交付額確定通知書(様式第7号)

補助金の交付請求書を提出してください。

補助金交付請求書(様式第8号)

補助金の交付
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指定口座に振込みます。

上記様式第1号、第6号、第8号は市役所開発建築課で受け取るか、市のホームヘージ
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からダウンロードしてください。
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申請手続きに関る注意事項
・耐震改修を目的としないリフォームエ事等は、補助の対歌となりません。

.つぎの場合は、補助金を受けることができませんので注意してください。
①補助金交付決定前に、耐震診断・耐震改修工事の契約を締結したとき
②途中で工事を取止めたとき

交付決定には1ケ月ほどの期問を要しますので、余裕をもって申請してください。

実績報告は、耐震診断終了または耐震改修工事完了後1か月以内で、かつ、補助

金の交付決定があった日の属する年度の3月10日までに行う必要があります。

総合評価とはどういうものですか。

側)日本建築防災協会発行の「木造住宅の耐震診断と補強方法」に定める

一般診断法または精密診断法により、建築物の地震に対する安全性を評価

することを言います。

【上部構造評点】 【判定】

倒壊しない15以ヒ

一応倒壊しない1.0以ヒ1.5未満

0.71;1.ヒ1.0未満 倒壊する可能性がある

0.7未満 倒壊する可能性が高い

Cj&j'＼、

耐震改修工事とはどういうものですか。

耐震診断にもとづいて行う必要な補強工事を言い、基礎や軸組を補強する

ことにより、倒壊しにくい建物に改修することです。

耐震改修工事を行った場合の減税制度はあるのですか。

住宅の耐震改修を行った場合、つぎの税制優遇措置が受けられます。

炉斤得税の控除】

改修に要した費用と改修に係る標準的な工事費用相当額のいずれか少

ない金額で、最大20万円を控除〔適用要件などの詳細:越谷税務署〕

個定資産税の減額】

家屋に係る固定資産税額(120平方メートル相当分まで)のν2を減額

適用要件などの詳細:八潮市役所資産税課〕

税制優遇措置を受ける場合に必要な住宅耐震改修証明書、固定資産税減額証明書は、
開発建築課で発行します。
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造住の補方法の本

耐震改修は、古い家などを倒壊させない基本的な補強を行います。ただ目に見

えない性能を向上させる改修ですから、効果を実感できる機会は少なく、どのよ

うな工事をするのかよくわからないところもあります。

耐震補強の基本は、つぎの6点にまとめられます。「強い壁」を「バランスよく

増やし」、上部構造体と基礎が一体となって、地盤の揺れに抵抗することが大切

です。

^強い壁を増やす
大きな閲口を縮小し、壁を追加する。今ある壁を強くするなど

金

^壁をバランスよく配置する
平面では開口の多い側に壁を増やす。立面では上階の壁の直下に柱や

壁を設けるなど)

南側などの大朋

口部に酎力壁を●平面的なバランス

強くする

0
塁翻

.^

追加する

ー^

この色の部分が補強部分を示しています。

増し打ちした基曜
鉄筋コンクリート

抗

●立面的なバランス

基礎も補強

^柱・はり・筋かいなどをしっかり緊結する
(柱脚金物、筋かいプレート、短ざく金物を使うなど)

梁、桁
柵造用合板

棡造用合叛
を釘打

.ーー
ー^

レ
ホールインアンカ

^ー/

.^

2階の酎力壁の

下に1階の耐力

壁を設凪して力

を熱理無く伝え

る

^床や屋根を補強する
床や屋根面を固める屋根を軽くするなど)

●床面 柵造用合脹

釘打

基礎を丈夫にする
無筋基礎に鉄筋コンクリート基礎て一体化するなど)

'

筋力

筋かいプレー十

ールダウン金物

鰻存基確無筋

金属飯

木造住宅の補強方法の墓本については、一般社団法人住宅リフォーム推進協議会刊行の
「性能向上リフォームガイドプック耐震編(平成22年2月版)」より抜粋
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●屋根面

y

柱

短ざく金物

^土台や柱が腐らないようしこする
腐朽材料は取り換える足元回リの風通Lを良くするなど)

取リ菩えた音附

山形プレート
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